Ideals of American Jury System by 藤崎 康彦
アメリカ陪審制度の理想
―陪審員の評議を描いた二本の映画の分析を通じて―
























の対象とするWe the Jury も『１２人の怒れる男』も陪審員たちの真剣な議論を描いている。それ
がそれぞれの映画の主題である。しかし、『１２人の怒れる男』では弁護人の努力不足による被告
人の不利な状況を、陪審員たちが「合理的な疑い」を一つ一つ提示して吟味することで被告人は










る。しかし、それぞれの背景を対比して初めて、We the Jury の特徴もよりよく把握することが
できると、繰り返し映画を見て、分析した上で感じた。いささか遠回りに感じられようが、以下
にまとめて提示する。ここの部分では（筆者の論文作成の前後関係、及び映画の制作年の前後関





























































































































































































































































































































































































































『告発文書２』（原題We the Jury）TAA―３０５８１発売 TAKI㈱タキコーポレーション制作１９９６年
DVDビデオ
『ある殺人』（原題 Anatomy of Murder）HHD―１００７１発売ソニー・ピクチャーズ・エンタテインメント製作
１９５９年
『ニューオーリンズ・トライアル』（原題 Runaway Jury）GNBR―７０４０発売東宝東和映画株式会社 制作２００３
年
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